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官民協働プロジェクトの目標①

万人!

高校生

大学生等 6 → 12
３ ６

2020年までに日本人留学生倍増
（日本再興戦略 平成２５年６月１４日閣議決定）

→ 万人!

全ての意欲ある若者に多様な海外留学の機会を



様々な留学支援制度

支援元 ：①国
②地方自治体
③各種財団
④海外の政府、団体
⑤海外の大学
⑥日本の大学
⑦トビタテ！日本代表プログラム

（民間資金を活用した留学支援制度）



学生日本代表を
海外へ派遣

民間からの寄附 200億円

10,000

文部科学省初の官民協働プロジェクト
による支援

人!

官民協働プロジェクトの目標②

日本代表プログラムの創設

※2020年までの目標





日本代表プログラムの全体像

選抜 事前研修 留学 事後研修
派遣留学生

コミュニティ
派遣留学生

コミュニティ

行っただけに
終わらない留
学目的の明確
化

留学修了者を対象
としたインターン
シップ、学生等の
企業理解の増進

留学を真に血肉と
するために欠かせ
ないフォローアッ
プを実施

成績優秀者だけ
でなく、高い意
志と強い意欲が
ある学生等を選
抜

奨学金等による
経済的支援

奨学金等の支給だけでなく、企業等が参画した選考や
事前・事後研修の提供、派遣留学生ネットワークの構築を図り、

社会に求められるグローバル人材を輩出する枠組みを創出



日本代表プログラムの４つの特徴

①“幅広い留学”
（海外体験）を対象

②派遣留学生
コミュニティ

③充実した奨学金等
④事前・事後研修

の提供



①“幅広い留学”（海外体験）を対象

（国の支援対象との比較）

国の支援対象 本プログラムの支援対象

学修を中心とした留学

単位や学位認定が必要

“実践活動” を焦点とした留学
→海外インターンや海外ボランティア活動

PBL、フィールドワーク等

大学が学修活動と認めたもの

大学がプログラムを用意
学生等が立案・作成した

留学計画を支援



自然科学系、
複合・融合系人材

コース

自然科学系、
複合・融合系人材

コース
新興国コース新興国コース

世界トップレベル
大学等コース

世界トップレベル
大学等コース

多様性人材コース多様性人材コース

①“幅広い留学”（海外体験）を対象

（本制度による４つのコース）

平成26年度（第1期生）は、計323名を採択。
平成27年度前期（第2期生）は、500名を予定。



自然科学系、複合・融合系人材コース

(ex.)学修、研究開発、インターンシップ、フィールドワーク
特に、環境・エネルギー分野、ライフサイエンス分野、情報通信技術分野、
農林水産分野、ものづくり分野において新産業創出につながるような取組や
活動を行う留学を支援します。

※自然科学系分野、複合・融合系分野で新興国、世界トップレベル大
学等に留学するプランはこのコースで応募。

日本再興戦略や産業界のニーズに合った
理工系分野における留学を支援。

先端領域における研究等特徴のある取組を支援。



新興国コース

(ex.)新興国においてビジネスを視野にした学修、研究、インターン
シップ、フィールドワーク等

※人文・社会科学系分野が対象。

今後成長が期待される新興国（アジア等）
への留学を支援。



世界トップレベル大学等コース

(ex.)学修、研究、インターンシップ、フィールドワーク等

※人文・社会系分野が対象。

世界大学ランキングで上位100位以内に位置する等、
諸外国におけるトップレベルの大学などで、世界中から集

まった優秀な学生とせめぎあいながら、高度な教養や専門を
身につけることを目的とした留学を支援。



多様性人材コース

［想定される人材例］
・スポーツ、芸術、政治、行政、教育、メディア、観光、ファッショ
ン、日本文化（古典芸能、和食等）等の多様な分野で活躍が期待され
る人材
・起業や国際協力等を目指して活動をしている人材
・復興支援活動をしている人材

各々の分野において、今後活躍が期待できる
人材が行う留学を支援。



参加学生×民間企業×大学等
コミュニティの形成

学生

民間企業 大学等・交流会、勉強会
・インターン案内等

②派遣留学生コミュニティ



③充実した奨学金等

国 本プログラム

【留学準備金】
無し

【授業料】
無し

【留学準備金】
・事前・事後研修の参加費の一部

・往復渡航費の一部

【授業料】
1年内：上限30万円まで相当額を支給

1年以上：上限60万円まで相当額を支給

【月額】
月額6～10万円

【月額】
月額12～20万円

※協定等に基づく短期派遣



④事前・事後研修の提供

事前研修 事後研修

将来のグローバルリーダーとしての
動機付け

留学体験の振り返りと
今後の学生生活への接続

留学目的・計画の明確化

成長と活躍に必要な土台つくり

支援対象者間の連帯感と
使命感の醸成

コミュニティ活動への接続

活動成果の発表

各研修の目的



④事前・事後研修の提供
※第1期生事前研修

学習項目 概要

グローバルリーダー等から
の講話

グローバルに活躍するリーダーを招聘し、世界に関する視野を広げ、視座を高めるとともにグローバ
ルリーダーに求められる要素や海外経験の重要性を伝達することで留学への動機付けを高める

日本の現状理解と
海外への発信

日本社会の現状（例：被災地・災害、オリンピックなど）や文化を伝え、好奇心と危機感を醸成する
とともに、受講者が興味を持った領域に関して理解を深め、留学先で発信するテーマ（日本発信プロ
ジェクト）を考察する。

異文化対応力の向上
起こりがちな文化の違いや留学期間における心境の変化などを知り、事前に把握しておくことで留学
中に陥る心理的な負担への事前準備を行う。また、最低限知っておかないといけない安全面に関する
知識に関しても伝達する

自己の軸の明確化と
留学計画の改善

自己に関する理解を深め、将来のありたい姿や自分の軸（考え方や価値観）を考察することで、自身
の留学におけるゴールイメージを明確にする

自ら学習するための仕組み
づくり

留学期間中の日々の経験を成長につなげるための考え方を学ぶことで一人で学び続けることができる
仕組みを考察する

発表
日本発信プロジェクトと学習してきた内容を踏まえ、留学計画を見直すとともに、修正した計画や留
学期間中の行動指針を全体に対して発表する

今後の活動に関して 今後のコミュニティ形成のためチームとしての連帯感を醸成し、自身のコミットを宣言する
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全体

第1期生の選考結果

• 申請大学等数：

221校
• 申請人数計：

1,700人

→採択人数：

323名
（106校・39都道府県）

44名

59名

159名

61名

新興国コース

多様性人材
コース

自然科学系、
複合・融合系人材

コース

世界トップレベル
大学等コース



第2期生の募集人数：500人（予定）

80名

100名

220名

100名

新興国コース

多様性人材
コース

自然科学系、
複合・融合系人材コース

世界トップレベル
大学等コース

※うち1割程度を高等専門学校生とします。

自然科学系分野、
複合・融合系分野の
学生対象

人文・社会科学系
分野の学生対象

全分野の学生対象
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応募と選考における２つの観点

計画 人物×



平成27年度前期（第2期生）

留学計画の申請要件

・平成27年4月1日～平成27年10月31日までの間に留学が開始される
計画

・留学期間28日以上2年以内（3ヶ月以上推奨）の計画
※1年以上の者は全体の1割程度を予定

・留学先における受入れ機関と折衝を開始している計画

・日本の在籍大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門
課程）（以下、「大学等」という。）が、教育上有益な学修活動と認
める計画



応募様式の主な項目（計画）

・留学計画のタイトル、概要、コース選択の理由
・応募理由
・留学の目的、達成目標
・留学期間、受入れ候補機関（第3希望まで）
・留学期間中スケジュール

・実践活動の内容
・修学成果の形態及びその測定方法
・期待できる学修・実践活動の成果の活用

・留学計画の実現のための取組
・語学能力試験、資格等の点数・結果
・留学計画実施に係る授業料等の試算
・留学準備スケジュール ※下線は、第2期生から新規に追加されたもの



求める人材像

i. 日本人学生であって、将来のグローバルリーダーとして、留学を
通じて多様な素養を身につけようという意欲を有する人材

ii. グローバル企業や国際機関等における活動を始め、世界で活躍したい
という意欲、又は日本において日本の良さ、地域の良さを世界に発信
し、日本から世界に貢献したいという意欲を有する人材

iii. 本制度で実施する事前・事後研修や派遣留学生ネットワーク等におけ
る教育課題や本制度における諸活動に主体的に参画する意思のある人
材



派遣留学生の

成長のHop – Step – Jump

留学中から
事後研修時点

卒業
（社会人になる時の

心構え）

留学前
（選抜された時点）

▪ 好奇心、探究心、未知の領
域に対して挑戦する姿勢

▪ 個性（視点、スキルなど）
▪ 発信力、周りへの影響力

▪ 留学を成し遂げて自信が
少しつく

▪ 海外経験を通して日本人
としてのアイデンティ
ティが確立し始める

▪ 海外の人脈を持ち始める

社会人
（～３０歳まで）

▪ 日本社会、グローバル社
会に対する独自の視点を
持ち、物事を常に複数の
立ち位置から分析できる
能力を持ち、その力を仕
事で活かす。

▪ 独自の分野でリーダー
シップを発揮し、年齢に
縛られずに活躍している。
人脈を活用して新しいも
のを生み出している

▪ 仕事を通して海外・国内
の人脈が広がり、特に自
分の分野以外の人脈を通
して刺激を受ける。

・トビタテの経験を通し
て自分に対する誇りを
しっかりもった社会人に
なるマインドセットがで
きている



＋

留学計画

留学中の活動

学生が応募時に
自ら立案

事前研修時に付与

学修活動 実践活動 日本発信
プロジェクト

トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ
アンバサダーとしての活動

留学後の活動 トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ説明会を自ら開催



平成27年度前期（第2期生）

派遣留学生の要件

・日本国籍を有する学生又は日本への永住が許可されている学生
・本制度で実施する事前・事後研修及び派遣留学生ネットワークに参加する

学生
・日本の在籍大学等において、学位取得を目的とした課程に在籍する学生
・日本の在籍大学等が派遣を許可し、留学先機関が受入れを許可する

学生
・日本学生支援機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす学生
・留学に必要な査証を確実に取得し得る学生
・留学終了後、日本の在籍大学等に戻り学業を継続する学生又は日本の在籍

大学等の学位を取得する学生
・平成27年4月1日現在の年齢が30歳以下である学生



応募様式の主な項目（人物）

・留学によってどんな自分になりたいのか

・困難を克服した経験

・トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラムに対して自身
が貢献できると考えること

・その他アピールできるポイント
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応募期間：平成26年10月1日～10月24日
書面審査：平成26年11月～12月
面接審査：平成27年1月17日、18日 ※予備日：1月19日
採否決定：平成27年2月上旬
支援対象：平成27年4月～10月留学開始（28日以上～2年以内）

平成27年度前期（第2期生） 募集スケジュール

平成26年度

10月

平成27年度

11月～1月 4月

平成28年度
10月3月

応
募

選
考

11月

開始日（4月～10月末） 留学期間（28日～2年）

10月時点では、
受入機関と折衝段階

で応募可
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留学計画の作り方 ～留学プランに求められる要素～

１）大きな夢や留学への想いを、自分のコトバで！

３）留学のゴールを明確に！

４）留学経験をどう還元できるか、考えてみよう！

留学で何をするかは自分次第。留学を決意した背景、目的、挑戦したいことを自分のコトバで伝えよう

達成したい目標、実現したいアウトプットをしっかり考え、できる限り具体的に設定しよう

トビタテ！留学JAPANの「日本代表」として社会にどんな影響を与えたいのか、どんな形で
動かしたいのか、考えてみよう。

２）実践活動を盛り込もう！

５）留学計画を実行できる意欲と意志！

インターンシップやボランティア、PBL、フィールドワークなど、「社会との接点」を作り、
主体的かつ実践的な活動を盛り込もう

留学プランを実現するために必要な準備やスケジュールを調査、検討、熟考しよう。そして行動！



第1期生の留学計画の事例はWebで



大学等の
提供するもの

学生団体等の
提供するもの

教員が持っている
コネクション

企業等が独自に
提供するもの

留学計画の作り方 ～実践活動の探し方～

支援企業コラボ
海外インターンシップ



• キャリアセンター、就職課などに相談
（留学生担当とは別組織の場合もある）

留学計画の作り方 ～実践活動の探し方～

大学等の提供するもの大学等の提供するもの

• AIESEC、IAESTE等、海外インターンシップ、
ボランティアや海外体験の場を提供する団体
に相談

学生団体等の提供するもの学生団体等の提供するもの



• 学内の研究室や研究者（教員）個人が
持つ人脈・ネットワークを活用

留学計画の作り方 ～実践活動の探し方～

教員が持っているコネクション教員が持っているコネクション

• 海外事業所におけるインターンシップ
（取り扱う企業等に相談）

• 政府系機関の事業で提供されるもの

• 留学エージェント等が提供するもの

企業等が独自に提供するもの企業等が独自に提供するもの



• 「トビタテ！留学JAPAN」日本代表プログラムを
支援している企業が、皆さんの留学計画に組み込
めるように設計した海外インターンシップ

※企業支援コラボ海外インターンシップ単独での応募では
なく、他の留学計画と組み合わせることを前提としてい
ます。

留学計画の作り方 ～実践活動の探し方～

支援企業コラボ海外インターンシップ支援企業コラボ海外インターンシップ



A. 東南アジアでのＩＴインフラ提供（営業・
設定）インターンシッププログラム
インドネシアorフィリピンでのセールスエンジニア体験。日系企業
にITインフラを提供するための営業活動およびインフラのセット
アップ、設定などを通じて、新興国でのビジネスの現場を知ること
ができます。

B. ベトナム（ハノイ）でのオフショア開発
インターンシッププログラム
海外のオフショア開発の主流であるベトナムでのシステム開発、シ
ステムエンジニアリングを海外オフショア側の立場で体験していた
だけます。

留学計画の作り方 ～支援企業コラボ海外インターンシップ①～

日本ユニシス株式会社日本ユニシス株式会社

詳しくはHPへ！



過去2度に渡りアメリカにて実施してきたリク
ルートホールディングスのインターンプログ
ラムが、東京大学とコラボレーションして開
催決定！！
IT分野での起業家を目指す学生たちによる、
密度の濃い圧倒的な成長機会を体感できます。

過去の実施例：
・Boston→NewYork→San Franciscoを横断してインター
ネットの未来を体感するワークショップ
・シリコンバレーのIT企業視察プログラム

留学計画の作り方 ～支援企業コラボ海外インターンシップ②～

株式会社リクルートホールディングス株式会社リクルートホールディングス

(10月1日掲載予定)



留学計画の作り方 ～大学等とのやりとり～

大学等事務局

• 留学センターや、国際交流課などの国際関係部局
• 学生課、教務課、総務課、各学部・研究科の学生部局 等

教職員教職員

• 学内の研究室や担当教職
員（国際交流担当等）へ
留学プランの相談、ブ
ラッシュアップへの協力
を依頼

日本学生支援機構

• 大学からの質問について、
随時回答

• 学生からの質問を、ウェ
ブサイトの「よくある質
問」に掲載

【その他の協力主体】

基本的な疑問、質問はＨＰの「よくある質問」を確認の上、
大学等に聞いてみよう（相談、書類の提出も必ず大学等へ！）
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